
学学生生にによよるる「「アアレレンンジジ芋芋煮煮」」ののレレシシピピ開開発発  

  

北北 林林 蒔蒔 子子  

 

実施期間：令和４年４月８日～令和５年３月 31 日  

担当教員：北林蒔子  

連携機関：味の素株式会社 

  

１１．．ははじじめめにに      

      山形県の「やまがた健康づくり応援企業」である、味の素株式会社と協力し、減塩・

べジアップの取組を行った。味の素株式会社は、「Smart Salt®（スマ塩®）」として、う

ま味やだしを利かせたおいしい減塩を提案している。また、「ラブべジ®」では、「野菜を

もっととろうよ！」をスローガンに国の推奨する野菜の摂取目標量 350g の実践を応援

している。味の素株式会社と協力し、減塩で野菜摂取を進める「アレンジ芋煮」の事業

に取り組んだ。地元の食文化を大切にすることを基本に、郷土料理で減塩・野菜摂取を

進めるという趣旨である。 

  

２２．．内内容容  

  芋煮は、食塩が多く含まれ、「いも」がメインなため野菜が少ない料理であることから、

学生が味の素株式会社の減塩商品を使用し、減塩で野菜たっぷりのアレンジ芋煮のレシ

ピを考案した。 

  ３年生４名、２年生 14 名が参加し、21 レシピを作成した。その中から選んだ 10 レシ

ピは味の素株式会社のホームページで紹介され、さらに、６レシピは店頭配布用のレシ

ピ集（リーフレット）に掲載された。 

 また、県庁の食堂においても学生が考案したアレンジ芋煮が提供され、その一環で、

県庁でもレシピ集が 2,000 部配布された。このほか山形県のイベントである「日本一の

大芋煮フェスティバル」の味の素株式会社のブースでも 2,000 部、ヤマザワを中心

とした山形県内のスーパー60 店舗でもレシピ集が配布された。 
  さらに、９月 14 日には、山形放送の「ピヨ卵ワイド」に、レシピを考案した学生

が出演し、調理コーナーでアレンジ芋煮を紹介した。 
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              作成されたレシピ集（リーフレット） 
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